






























































































































































































破綻して夢敗れる物語である。伊藤氏は詞書のうちに、藤原良房の諫言とそれに応えた清和天皇の政治的な判断によって源信が罪せられず 済んだこと、および、讒言を受けた源信が自らの無実を訴えた天道 より、そ 無実が明らかになった点に着目する。しかも、こ 二つは源信の罪が許される過程で同時並行的に進行する。したがって絵巻の意図するところ 、世 道理を導く天道の意志によって天皇と朝廷の実力者の政治判断がもたらされ、 は に問われるこ は く
（六八頁）
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しろ」 、 「ひとがた」について、これを肖像そのものと扱うことに戸惑いを覚えたのも事実である。何故ならば、 氏が提示した『長秋記』当該条によれば、 形代は「黄檗」製の「五寸人形」であったこ が知られ、一方、 『兵範記』当該条にあらわれた「あまがつ
（阿摩加津）
」 も 「長四寸許」 であった。つまり、 いずれも非常に小さいうえに、


















そのものには思いびとの外形 「肖似性」は介していない。とす ば、氏が言うように「生身性」だけが問題とされる場合、 「 似性」は深く問われないことにな
（八
八頁）



















行啓・御幸の図という宮廷行事を主題とする「行事絵」 なかで、当代の「似絵」師・藤原隆信を登用してまで、 列の盛儀に参列した貴族たちの面貌を描かせた点に、 「似絵」の発生にお て、公的な 格が付帯していた 指摘
（九八頁）
。





院の御所障子の制作において った。それは隆信が「似絵」の名手として既 世に認められていたことを示すもの る。 で伊藤氏は、隆信の「似絵」 画業がどのようにし 確立され かについて続く第
（章で明らかにする。章の副題に明
示するように、氏は、隆信の画業として 「似絵」の起源を「尚歯会図」に求めて









































































































































であり、続く「天皇摂関御影」 、 「天子摂関御影」に至っては完全な着色画へと展開することで「似絵」は具体的な描写性へと接近し、そ ことで独自 表現を失い、終焉を迎えるとの見通しを示
（一五四頁）
。このように氏は、 「似絵」の時














美術館蔵の「天皇摂関御影 を取り上げる。それは形式において基本的に無背景で人物のみを並列的に描き、天皇を即位の順、摂関大臣を就任の順に、時代を異にする人物を複数並べるこ で、肖像画でありながら時代の推移を画巻のなかに盛り込んでおり、そ 点にそれまでの列影図との違いを見出して、前代の「 との懸隔を求めている
（一八一頁）
。もとより、時代の推移を画巻のなかに盛り込むこと




















すなわち、本図は、画面の四隅 ら引いた対角線の交点を頂点として その交点から左右の下隅へと伸び 二つ 線と下縁線をもって構成す 二等辺三角形の先端部に明恵の身体が収まるよう大きさと配置が設定されており、さらに 二等辺三角形の、向かって左 直線を画面右隅上まで伸ばすとき、そ 上半が樹木で埋め尽くされているという構図に、南宋の山水人物画の手法やイメージに裏打ち れた構成をみてとり
（二三三頁）
、本図ほどに南宋時代の山水人物画と画面構成が近似するも




































ているといえよう。氏は、改めて本画像におい 問題とすべきは、何故このよ な自然景をともなった表現が選択されたかであり、その図像表現の伝統の検討 通じて、世俗化した体制を嫌い、深山におい 実戦的な修行を行 仏教 本義に帰ろうとした「遁世僧」の表出 しての画像であることを確認して （三〇三頁） 。　
第
（（章では、 本図のうちに明恵の華厳思想の反映を認めている。それは「羅漢図」









すなわち この互いに干渉することなく、あるがままに存在する世界こそ、明恵の拠って立つところ 、華厳の事的世界観その のと指摘する
（三一九頁）
。加えて、























ここに至って改めて氏の論述の姿勢を述べておくと、本書は「似絵」と「明恵上人樹上坐禅像」の考察を中心にしながら 鎌倉時代の肖像画の成立過程 ような表現手段が生まれ く 時代思潮を念頭 置きつつ これに宋画 受容 交え論じる点にあるといえよう。ことに「似絵」論 関して言えば、 『国史大辞典』第


























の理解の水準を求めるならば、伊藤氏は、その中世大和絵が、実は中国の「尚歯会図」という漢画に規範が求め れ 「似絵」に見る写生的な性格の源流をそこに認めるとともに、画風の導入にあたっては、儒教的な思想をとも っていたことを明らかにして、 「似絵」理解水準を引き上げた点に成果があるように考える。加えて、氏自身が結語で言及されたように、 「似絵」の時代区分 踏み込み、これを前、中、後の画期に分かち、各時期 特色 捉え直した点も高く評価されてよい。　
ただし、 第一部の「伴大納言絵巻」論、 および、 第二部の似絵論の全体にわたって、
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